










要約:慢性腎疾患患児およびその家族が抱える社会・心理的問題を把握するため、アンケ

ート調査を実施した。回答施設の 8割を越える施設において、心理的問題を抱える症例を

経験していた。心理的問題の推定起因先としては、病気自体、学業、親子関係、友人関係

などがあげられた。食事制限に対する不満に対しては、こどもの嗜好への配慮、選択メニ

ューの導入などの取り組みが望まれた。不安や心理問題の内容として、前学齢期や小学生

低学年の親子分離不安、学校生活と関連した欠席や学業不振、思春期患児における治療へ

の拒否的態度、難治性腎疾患や腎不全患児における生命予後や将来への不安などが指摘さ

れ、こうした問題に適切に対応し得る体制の整備が急務と考えられた。


